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香港と日本間の貿易効率化に向けた、 

ステーブルコインによるクロスボーダー送金の共同検討開始について 
 

 

 

IDA Finance Hong Kong Limited（CEO: Lawrence CHU、以下 IDA）、Progmat, Inc.（代表取締役: 

齊藤
さいとう

 達哉
た つ や

、以下 Progmat 社）、株式会社 Datachain（代表取締役:久田
ひ さ た

 哲史
て つ し

、以下 Datachain）、TOKI 

FZCO（代表：石川
いしかわ

 大紀
だ い き

、以下 TOKI） は、香港と日本間のステーブルコインを活用したクロスボーダー

取引の実現に向けた PoC を共同で開始します。 

 

 

本 PoC では、ブロックチェーン技術を活用することで、日本と香港間の輸出入取引の開始、処理、決

済の新たな選択肢を提供することを目的としています。香港と日本は共にステーブルコインの発行およ

び関連事業に適した環境を有しており、本取り組みを通じて、両国の明確な規制のもと、安全かつ効率

的なデジタル資産の枠組みを構築することを目指します。 

 

 

「香港貿易発展局（HKTDC）によると、日本は 2023年において香港の第 5 位の貿易相手国であり、輸

出入市場として極めて重要な位置を占めています。ステーブルコインは従来の送金手段の代替手段とし

て有望視されており、両国でのステーブルコイン規制の明確化が進む中、この分野では大きな成長が見

込まれます。」（IDA 共同創業者 Sean Lee 氏） 

 

 

 



 

 

 
 

 

本 PoC では、現行の貿易ルートと比較し、改善点や利点を検証するとともに、規制・コンプライアン

ス要件を考慮しながら進めていきます。まずは、IDA、Progmat、Datachain、TOKI が協力し、日本円お

よび香港ドル建てのステーブルコインを活用したクロスボーダー決済の実証実験を行います。ユーザー

の特定と送金リクエストの発行を行い、現地のオフランプパートナー（法定通貨への交換を支援する事

業者）を通じて、ステーブルコインの換金および法定通貨の受け取りを検証します。 

 

企業 役割 

IDA 香港の規制に準拠し、厳格なモニタリングのもと 1:1 の準備資産による

裏付けられたステーブルコインの提供 

Progmat 社 ステーブルコインの発行・管理プラットフォーム「Progmat Coin」の提

供 

Datachain クロスボーダー決済の技術開発および実装 

TOKI クロスチェーン取引を可能にするインフラの提供 

 

◆関連組織について 

 

商号 ： IDA Finance Hong Kong Limited 

代表者 ： CEO Lawrence CHU 

URL ： https://www.idafi.xyz/ 

 

商号 ： Progmat, Inc. 

代表者 ： 代表取締役 Founder and CEO 齊藤 達哉 

URL ： https://progmat.co.jp/ 

 

商号 ： 株式会社 Datachain 

代表者 ： 代表取締役 CEO 久田 哲史 

URL ： https://datachain.jp/ 

 

商号 ： TOKI FZCO 

代表者 ： Founder and CEO 石川 大紀 

URL ： https://toki.finance/ 

 

 

また、本件による当社の連結業績への影響は見込んでおりません。 

 

 

 

 

 

 

＊ 株式会社 Datachain は、株式会社 Speee（本社：東京都港区、代表取締役：大塚 英樹、東証スタン

ダード市場：4499）の子会社です。 

＊ 本資料に記載されている会社名、商品名、サービス名は、各社の商標又は登録商標です。 

 

 

 

 

  

■本件に関するお問い合わせ 

株式会社 Speee IR 担当 ir@speee.jp 

https://www.idafi.xyz/
https://progmat.co.jp/
https://ja.datachain.jp/
https://toki.finance/


 

 

 
 

＜別紙＞ 

 

◆「Progmat（プログマ）」について 

Web サイトおよび解説記事を公開しておりますので、以下 URL からご覧ください。 

Web サイト：<https://progmat.co.jp/> 

 解説記事：<https://note.com/tatsu_s123/n/n03a291fa52ab> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「Progmat Coin（プログマコイン）」基盤について 

「Progmat Coin」基盤は様々な SC を発行・管理するためのインフラです。 

資料を公開しておりますので、以下 URL からご覧ください。 

資料：<https://speakerdeck.com/progmat/sc> 

解説記事：<https://note.com/tatsu_s123/n/n406e5cfa9f1c> 
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